
表2－21　東京内湾38職漁法の明治以降の変化

注　万延元年（1860）は表記の外「竿小釣職」がある。○印は明治以降掲記のあるもの、×印は掲記のないもの。
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を
掛
け
捕
獲
さ
れ
る
。

な
お
、

こ

の

網
の

規
模
は
次
第
に

大
き
く
な
り
、

後
に
は
長
さ
二

〇
〇
間
を
こ

え
る
も
の

も
あ
ら
わ
れ
た
。

小
晒
網
は
、

比

較
的
簡
便
な
手
段
で
一

挙
に

多
量
の

漁
獲
を
可
能
と
す
る
が
、

一

方
、

「
海
口

数
十
所
ニ

小
晒
網
ヲ

張
ル

時
ハ

、

魚
隊
ハ

悉
ク
内
海
ヲ

去
リ
、

外
海

ヘ

遁
逃
」
し
、

内
海
の

諸
漁
は
と
も
に

大
害
を
受
け
る
と
さ
れ
た
。

相
州
で
の

同
網
の

使
用
は
、

す
で
に

文
化
年
間
、

鴨
居
・

走
水
村
で

み
ら
れ
、

前
述
文
化
十
三

年
（
一

八
一

六
）
の

「
議
定
一

札
之
事
」
は
、

そ
れ
に

先
立
つ

文
化
七
年
（
一

八
一

〇
）
、

鴨
居
・

走
水
村
等
で
の

既
往
の

小
晒
網
は

季

節
を
限
っ

て

認
め
、

新
規
開
業
を
厳
禁
し
た
申
合
せ
の

再
確
認
の

意
味
を
も
も
っ

て
い

る
。

こ

う
し
て

小
晒
網
は
、

内
海
三

八
職
中
に

含
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ

た
が
、

万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
「
古
職
猟
業
書
上
帳
」
に

「
裏
海
江
戸
前
ヘ

ハ

不
相
成
」
と
あ
る
よ
う
に

使
用
箇
所
に

限
定
が
付
さ
れ
て

い

た
（
表
二
－

二
一

）。

明
治
に

入
る
と
、

内
湾
各
漁
村
は
、

「
当
時
流
行
ノ

小
晒
網
営
業
ノ

妨
害
ヨ

リ
不
漁
」
続
き
と
な
っ

た
と
し
て
、

そ
の

禁
止
を
強
く
関
係
府
県
に

求
め
る
に
い

た
り
、

千
葉
県
で

は
、

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
七
月
二

十
日

丙
第
一

四
七
号
を
も
っ

て
、

「
近
来
裏
海
海
口

ノ

諸
村
ニ

於
テ

小
晒
ト

唱
フ

ル

一

種
ノ

長
網
ヲ

以
テ

鰮
魚
ノ

来
ル

咽
喉
ヲ

占
メ
、

外
洋
ニ

駆
去
カ

為
メ
ニ

独
リ
鰮
魚
ノ

漁
額
ヲ

減
ス

ル

ノ

ミ
ナ
ラ
ス
、

之
ヲ

尾
逐
シ

テ

裏
海

ニ

入
ル

鯛
・

鰹
・

鰆
・

鮫
等
ノ

諸
魚
ヲ

モ

遮
絶
ス

ル

ニ

ヨ

リ
、

裏
海
浦
々

漁
獲
ノ

数
日
ニ

相
減
シ
、

難
立
行
向
モ

有
之
」
と
し
て
、

小
晒
網
の

毎
年

一

月
一

日
か
ら
七
月
三

十
日

迄
の

使
用
を
一

切
禁
止
し
た
。

因
み
に

鰯
は
、

毎
年
二
、

三

月
こ

ろ
か
ら
海
岸
沿
い

に

外
湾
か
ら
内
海
に

産
卵
の

た
め

入
っ

て

く
る
。

つ

い

で
、

東
京
府
荏
原
郡
羽
田
村
外
二

か
村
の

漁
夫
総
代
は
、

東
京
府
知
事
に

対
し
、

「
明
治
年
間
ヨ

リ
相
州
三

浦
郡
鴨
居
村
ヨ

リ

八
幡
久
里
浜
村
其
他
ノ

近
村
…
…
右
外
洋
ヨ

リ
入
魚
ノ

節
、

小
晒
網
ト

相
唱
候
網
類
ヲ

専
ラ

海
口
ヘ

掛
晒
シ

捕
魚
候
ヨ

リ
、

内
海
ヘ

入
来
候
魚
類
漸

々

減
少
、

内
海
漁
業
ノ

者
困
乏
」（
前
掲
『
内
湾
漁
制
通
考

』）
に

陥
入
っ

て
い

る
と
し
て
、

小
晒
網
禁
止
を
神
奈
川
県
へ

掛
合
っ

て

く
れ
る
よ
う
上
願

し
た
。

そ
れ
に

よ
れ
ば
、

毎
年
六
月
十
日

以
後
に

限
っ

て

長
二

五

尋
の

小
晒
網
漁
を
行
う
と
い

う
維
新
前
の

旧
慣
を
破
っ

た
村
は
、

相
州
で
は
三

浦

郡
八
幡
久
里
浜
・

野
比
・

長
沢
・

津
久
井
・

鴨
居
の

各
村
で

あ
り
、

近
年
は
さ
ら
に
こ

の

網
の

使
用
が
近
村
に

拡
大
し
て
い

る
と
い

う
。

こ

れ
を
う
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け
た

東
京
府
の

掛
合
い

に

応
じ
、

神
奈
川
県
は
、

明
治
十
四
年
五

月
丙
第
九
八
号
達
で
、

橘
樹
・

久
良
岐
・

三

浦
の

三

郡
へ

対
し
、

小
晒
網
営
業
を

「
来
ル

明
治
十
五

年
以
降
毎
年
一

月
壱
日
ヨ

リ
七
月
卅
日

迄
悉
皆
禁
止

」
す
る
旨
の

布
達
を
行
っ

た
。

前
述
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
三
、

六
、

十

二

月
の

内
湾
浦
々

の

契
約
証
は
、

以
上
の

よ
う
な
内
湾
諸
村
々

に

よ
る
小
晒
網
差
止
め
の

動
き
を
背
景
と
し
た

も
の

で
、

こ

れ
に

対
し
、

小
晒
網
営

業
を
強
く
望
ん
で
い

る
久
里
浜
・

鴨
居
村
が
、

右
契
約
証
へ

の

連
署
を
拒
ん
だ
の

も
当
然
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、

そ
の

他
の

内
海
の

各
浦
方
が
、

旧
慣

を
破
約
し
た
、

海
口

部
に

位
置
す
る

鴨
居
・

久
里
浜
村
を
、

陰
に

内
海
組
合
か
ら
外
し
、

内
湾
を
走
水
以
北
と
し
た
こ

と
も
う
な
ず
け
る
。

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
五

月
、

同
業
組
合
準
則
に

基
き
、

内
湾
諸
町
村
総
代
に
よ
っ

て

東
京
湾
漁
業
組
合
規
約
が
締
結
さ
れ
、

さ
ら
に
一

八
八

六
年
「
漁
業
組
合
準
則
」
の

公
布
に

よ
っ

て
、

右
規
約
が
更
正
さ
れ
る
に

お
よ
び
、

新
た
に

設
立
さ
れ
た
東
京
湾
漁
業
組
合
は
、

東
京
内
湾
漁
業
組

合
の

ほ
か
、

「
地
方
漁
業
者
組
合
府
県
限
リ
ノ

沿
海

漁
業
者
ヲ

指
ス

」、
「
郡
区
漁
業
者
組
合
郡
区
限
リ
ノ

沿
海

漁
業
者
ヲ

指
ス

」
を
も
包
含
す
る
こ

と
に

な
り
、

従
来
内
湾
の

入
会
利
用
に

加
わ
ら
ず
、

地
先
の

磯
・

藻
場
・

干
潟
で

魚
貝
藻
餌
等
の

採
取
を
行
っ

て
い

た
沿
岸
村
々

も
、

同
組
合
に

編
入
さ
れ
た
（
表
二
－

二

〇
参
照

）。

そ
し

て
、

そ
れ
ぞ
れ
に

つ

き
「
旧
慣
ニ

依
」
っ

て

営
業
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
。

こ

う
し
て
、

鴨
居
・

久
里
浜
村
な
ど
も
す
べ

て

こ

れ
に

組
み
入
れ
ら
れ
た

が
、

以
後
に

お
い

て

も
、

小
晒
網
の

使
用
は
、

な
お
拡
大
の
一

途
を
辿
っ

た
の

で

あ
る
。

一

八
九
二
（
明
治
二

十
五

）
年
八
月
一

日
、

東
京
内
湾
漁
業
組
合
は
、

通
常
会
の

決
議
に

よ
っ

て
、

一

府
二

県
の

知
事
に

対
し
、

「
小
晒
網
季
節
外

使
用
差
止
ノ

義
ニ

付
請
願

」
し
、

翌
一

八
九
三

年
六
月
三

十
日
に

は
、

さ
ら
に

農
商
務
大
臣
に

対
し
、

同
趣
旨
の

請
願
を
行
っ

た
。

そ

れ

に

よ

れ

ば
、

近
来
、

東
京
内
湾
の

連
年
の

不
漁
は
、

内
湾
咽
喉
部
で
、

旧
慣
・

府
県
の

禁
止
を
破
っ

て
、

小
晒
網
を
濫
用
す
る

者
が
増
え
た
こ

と
が
主
な
原

因
と
な
っ

て
い

る
。

当
時
、

「
千
葉
県
安
房
国
平
郡
・

神
奈
川
県
相
模
国
三

浦
郡
（
下
タ
浦
及
ヒ

南
浦
組
合
）
ノ

小
晒
網
漁
業
者
ハ

其
数
殆
ン

ト

数
千

ノ

多
キ
ニ

至

」
っ

て
い

る
と
い

う
。

と
く
に
一

八
九
三

年
は
、

彼
ら
小
晒
網
漁
業
者
は
「
非
常
ノ

漁
獲
ヲ

得
タ

」
の

に

反
し
「
我
々

内
湾
数
万
ノ

漁

民
ハ

之
レ

カ
正
反
対
ノ

困
弊
ニ

陥
リ
其
惨
状
実
ニ

名
状
ス

ヘ

カ
ラ
サ
ル

」有
様
と
な
っ

た
こ

と
を
陳
情
し
、

小
晒
網
の

季
節
外
使
用
厳
禁
の

処
分
を
強
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く
求
め
た
。

こ

の

こ

ろ
の

小
晒
網
漁
は
著
し
く
規
模
を
大
に

し
、

こ

の

年
七
月
二

十
五
日

夜
、

横
浜
漁
業
組
合
総
代
福
田
金
蔵
外
数
名
が
、

小
蒸
気
船
を
雇
い
、

規
約
違
反
の

廉
で

押
収
し

た
千
葉
県
富
浦
・

金
吉
・

保
田
村
漁
民
の

小
晒
網
は
、

漁
船
一

四
艘
、

網
の

長

さ

四
〇
〇

尋
、

丈
は
一

丈
二

尺
余
の

巨
大
な
も
の

で

あ
っ

た
。

彼
ら
は
、

夜
半
対
岸
、

久
良
岐
郡
金
沢

村
地
先
沖
合
か
ら
横
浜
市
地
先
沖
合
の

中
ノ

瀬
以
西
に

ま
で

進
出
し
、

夜
半
漁
業
を
行
っ

て

い

た
も
の

で

あ
る
。

明
治
二

十
年
代
の

県
下
鰯
漁
獲
高
は
、

総
漁
獲
高
の

四
－
八
㌫
の

比
重
を
占
め
る
に

す
ぎ

な
い

（
表
二
－

二

二

）。

し
か
し
、

そ
の

半
ば
以
上
は
東
京
内
湾
で

捕
獲
さ
れ
て
い

た
。

と
こ

ろ
が
、

そ
の

捕
獲
は
、

年
を
逐
っ

て
、

湾
口

部
に

あ
た
る
三

浦
郡
に

集
中
す
る
に
い

た
っ

て

い

る
。

明
治
二

十
年
代
の

統
計
で
は
、

小
晒
網
船
は
、

三

浦
郡
の

み
に
、

約
一

八
〇
艘
を
数

え
る
が
、

こ

の

小
晒
網
に

よ
る
鰯
漁
が
右
の

よ
う
な
傾
向
を
も
た
ら
し
た
の

で

あ
ろ
う
。

こ

れ
に

対
し
、

よ
り
内
湾
部
の

久
良
岐
・

橘
樹
郡
で
は
、

鰯
の

漁
獲
高
は
減
じ
て
は
い

な
い

も

の

の
、

海
苔
養
殖
を
除
い

た
全
体
の

漁
獲
高
は
減
少
傾
向
に

あ
り
（
表
二
－

二

三

）、

こ

れ
を

同
地
帯
の

漁
民
は
、

湾
口

部
で
の

小
晒
網
漁
に

よ
る
魚
類
の

散
乱
に

よ
っ

て

も
た
ら
さ
れ
た

も
の

と
し
て
、

前
述
の

よ
う
な
強
い

反
対
運
動
を
展
開
し
た
の

で

あ
っ

た
。

以
上
、

一

府
二

県
の

漁
村
が
入
会
う
東
京
内
湾
漁
業
は
、

内
湾
組
合
を
結
成
し
、

明
治
以

後
も
漁
具
・

漁
法
の

制
限
を
行
い
、

安
定
し
た
漁
獲
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の

で

あ
っ

た

表2－22　神川県下東京内湾における鰯の漁獲量（1887－1893年）

注　1　（　）は県合計鰯漁獲量に対する比率。〔　〕は，総海産物（乾物を除く）のうち鰯漁獲
量の占める比率。

2　鰯にはウルメを含む。

3　『神奈川県統計書』より作成。
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が
、

上
述
の

小
晒
網
あ
る
い

は
桂

網（『
資
料
編
』17

近
代
・

現
代
（

7

）
五
一

）

な
ど
に

よ
る
大
量
漁
獲
の

出
現
に

よ
っ

て

（
こ

れ
ら
の

出
現
は
い

ず
れ

も
近
世
期
に

淵
源
し
て
い

る

）、

「
旧

慣
」
は
次
第
に

内
容
を
変
え
ざ
る

を
え
な
か
っ

た
。

「
三

八
職
」
中

の

い

く
つ

か
の

漁
具
も
、

表
二

－

二
一

に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一

八

九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
に

は
、

そ

の

使
用
時
期
が
延
長
さ
れ
る
な
ど

の

変
更
が
な
さ
れ
て

い

る
。

漁
獲

の

不
安
定
性
は
避
け
難
い

と
こ

ろ

だ
が
、

明
治
二

十
年
代
に

お

い

て
、

内
湾
の

漁
獲
高
は

停
滞
的

で
、

橘
樹
郡
沿
岸
で
の

海
苔
養
殖

の

展
開
の

み
が
目
立
っ

て

い

る

表2－23　神奈川県海産物価額の推移（1887－1893年）

注　1　乾物・肥料を含まない。久良岐郡の（　）内数字は海苔産額を控除した額。
2　『神奈川県統計書』より作成。

注　青海苔・黒海苔を含む。『神奈川県統計書』より作成。
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（
表
二
－

二

四

）。

こ

う
し
た
な
か
で
、

県
下
の

漁
業
は
、

次
第
に
三

崎
お
よ
び
小
田
原
を
中
心
と
し
て

発
展
す
る
傾
向
を
み
せ
て

く
る
の

で

あ
る
。

三

崎
と
そ
の

周
辺
の

漁
業

表
二
－

二

五

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

三

崎
を
擁
す
る
三

浦
郡
に

は
、

小
田
原
を
擁
す
る
足
柄
下
郡
と
と
も
に
、

県
下
で

最
も
多

く
の

漁
家
が
集
中
し
、

専
業
漁
家
の

割
合
も
県
平
均
を
上
回
っ

て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

漁
家
一

戸
当
た
り
の

漁
業
従
事
者
数
・

漁
舟
数
と
も
に
、

県
下
で

最
も
高
い

部
類
に

属
し
、

も
っ

ぱ
ら

漁
業
に

よ
っ

て
一

家
の

生
計
を
立
て

て
い

る

家
の

多
い

こ

と
を
示
し
て
い

る
（
な

お
、

橘
樹
郡
の

漁
家
一

戸
当
た
り
漁
舟
数
が
さ
し
て

多
く
は
な
い

の

に
、

漁
業
従
事
者
人
数
が
際
立
っ

て

多
く
、

ま
た
一

戸
当
た
り
所
得
金
も
高
い

の

は
、

養
殖
海
苔

表2

－25

　
神
奈
川
県
漁
家1

戸
当
た
り

の
所
得
金
（1887

－1895

年
）

注
　1

　
〔
　
〕
内
数
字
は
原
統
計
数
字
に

明
ら

か
な

誤
り

が
あ
る

も

の
。

2

　
『
神
奈
川
県
統
計
書
』
よ
り

作
成
。
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生
産
の

比
重
が
高
い

こ

と
に
よ
っ

て
い

る

）。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

漁
家
一

戸
当
た
り
の

年
間
所
得
金
は
、

東
京
内
湾
諸
郡
に

く
ら
べ

て
、

さ
し
て

高
く

な
い
。

さ
き
に
の
べ

た
、

小
晒
網
に

よ
る
鰯
漁
の

盛
行
に

よ
っ

て
、

明
治
二

十
年
代
の

三

浦
郡
漁
獲
高
は
、

ほ
ぼ

同
一

水
準
を
保
っ

て
い

る
が
、

漁

家
一

戸
当
た
り
の

所
得
金
は
、

鰯
の

漁
獲
高
が
増
大
す
る
一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
以
降
、

か
え
っ

て

減
少
し
て
い

る
。

こ

こ

か
ら
す
れ
ば
、

小

晒
網
漁
へ

の

積
極
的
進
出
は
、

漁
業
経
営
の

発
展
と
い

う
よ
り
は
、

漁
家
が
、

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

執
っ

た
必
死
の

手
段
だ
っ

た
と
い

う
こ

と

が
で

き
よ
う
。

こ

の

よ
う
な
三

浦
郡
漁
民
の

明
治
二

十
年
代
の

状
態
を
み
れ
ば
、

織
田
完
之
が
、

さ
し
た
る
大
き
な
資
本
を
要
せ
ず
鰯
の

大
量
の

捕

獲
を
可
能
と
す
る
小
晒
網
漁
を
強
く
非
難
し
、

凡
ソ

漁
民
ノ

稟
性
ハ

漁
事
ニ

勇
ナ
ル

モ

思
慮
ニ

乏
ク
、

平
時
ニ

於
テ

検
束
ナ
ク
、

偶
大
漁
ニ

逢
フ

時
ハ

飲
博
放
縦
ニ

シ

テ
、

嘗
テ

蓄
積
ノ

心
ナ
シ
、

不
漁
ノ

時
ニ

及

テ
ハ

、

大
網
主
ニ

依
頼
シ

テ
米
金
ヲ

借
リ
、

辛
ウ
シ

テ

家
計
ヲ

営
ム

者
多
シ
、

故
ニ

大
網
主
ヲ

奨
励
シ

テ

保
護
ヲ

加
フ

ル

時
ハ

、

小
漁
民
ハ

自
ラ

此
内
ニ

給
養
ス

ル

所
ア

リ
、

若
シ

之
ニ

反
シ

小
晒
網
ヲ

幇
助
ス

ル

カ
如
キ
ハ

、

漁
民
舟
民
ノ

困
難
ヲ

知
ラ

サ
ル

モ

ノ
ヽ

所
為
ニ

シ

テ
経
綸
ノ

道
ニ

違
フ

ナ

リ
（
前
掲
『
内
湾
漁
制
通

考
』）

と
す
る
主
張
は
、

東
東
内
湾
の

「
大
網
主
」
の

立
場
に

立
ち
、

か
え
っ

て
三

浦
郡
漁
民
の

「
困
難
ヲ

知
ラ
サ
ル

モ

ノ
ヽ

所
為
」
と
い

う
こ

と
が
で

き

る
。以

上
概
観
し
た
三

浦
郡
漁
業
は
、

も
っ

ぱ
ら
専
業
の

漁
家
に

よ
っ

て

漁
業
が
い

と
な
ま
れ
る
三

崎
町
と
、

そ
の

周
辺
の

兼
業
漁
家
を
中
心
と
す
る

半
農
半
漁
の

村
と
か
ら
な
る
。

前
述
、

千
駄
崎
か
ら
剣
崎
松
輪
村
に

い

た
る

間
の

下
タ

浦
組
合
は
、

そ
の

後
者
に

属
し
て

い

る
。

前
者
は
遠
洋
で
の

漁
撈
を
主
と
し
、

後
者
が
主
に

近
海
で

漁
撈
を
行
い
、

前
述
の

よ
う
に
、

東
京
内
湾
組
合
漁
村
と
の

対
立
を
惹
起
す
る
の

で

あ
る
。

三

崎
町
連
合
役

場
の

管
下
に

属
す
る
部
分
に

つ

い

て

み
て

も
（
一

八
八
七
年
）、

三

崎
八
か
町
に

は
兼
業
漁
家
は
存
在
せ
ず
、

海
産
物
は
、

鮪
な
ど
の

遠
海
物
を
主
と

し
、

六
合
村
な
ど
周
辺
四
か
村
は
、

兼
業
漁
家
が
多
く
、

こ

れ
ら
の

村
で
、

鰯
が
主
要
な
漁
獲
物
と
な
っ

て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
（
表
二

－
二

六
）。
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さ
て
、

三

崎
町
は
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
現
在
、

総
戸
数
七
八
一

戸
、

商
四
分
・

漁
六
分
、

漁
船
二

五
八

艘
を
数
え
、

一

八
八
二

年
に

は
、

総
戸
数
九
一

三

戸
、

う
ち
漁
家
五
一

一

戸
（
い

ず
れ
も
専
業
）、

漁
船
三
一

五

艘
（
別
の

統
計
で

は
四
〇
七
艘
）
に

増
加
し
、

ほ
ぼ

同
じ

規
模
で
一

八
八
七
年
に

い

た
っ

て
い

る
漁
村
で
、

ま
た

近
辺
海
産
物
を
集
散
す
る
商
業
中
心
地
で

も

あ
っ

た

（
丹
羽
邦
男
「
明
治
十
年
代
の

三

崎
漁
業
」『
神
奈
川
県
史
研

究
』八
以
下
の

記
述
は
主
に
こ

れ
に

よ
る

）。

こ

こ

は
、

「
近

隣
漁
村
中
屈
指
ノ

漁
業
場
」
で
、

と
き
に

は
「
他
国
他

郡
村
ヨ

リ
漁
夫
ノ

出
稼
人
ノ

入
込
毎
年
二

百

人
ニ

不

降
」
と
い

う
盛
況
を
み
せ
た
。

漁
場
は
、

近
海
か
ら
房

州
布
良
沖
、

御
蔵
島
な
ど
伊
豆
七
島
沖
に
お
よ
び
、

漁

民
は
、

漁
期
に

応
じ
て

遠
近
の

漁
場
で
一

年
中
漁
業
に

従
事
し
（
表
二
－

二

七
）、

三

崎
町
は
「
平
素
無
絶
間
魚

類
ノ

捕
獲
有
之
場
所
」
と
な
っ

て
い

た
。

三

崎
町
の

漁
民
は
、

大
縄
船（
長
さ
三

間
半
、

幅
六
尺
五

表2－26　1887（明治20）年三崎花暮町外11か町村の漁家・漁船と海産物

注　『資料編』17近代・現代（7）より作成
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寸
、

八
人
乗
・

て
ん
と
う
－
天
当
・

伝
道
・

天
道
・

澱
登
な
ど
と
も
書
か
れ
る
－
船
、

テ
ン

マ

と
も
い

わ
れ
る

）
で
、

房
州
布
良
沖
・

伊
豆
七
島
沖
に
ま

で

進

出
し

て
、

主
に
延
縄
で

鮪
・

鰹
・

鯥
な
ど
を
漁
獲
し
、

ま
た
縄
船
（
長
さ
三

間
、

幅
四
尺
五
寸
、

七
人
乗
）
も
、

房
州
布
良
村
海
岸
一

里
沖
合
に

お
も
む
い

て

操
業

し
た
。

一

方
、

小
釣
船
（
長
さ
二

間
半
、

幅
三

尺
五
寸
、

四
人
乗
）
や
丸
木
船
（
丸
木
型
の

船
、

長
さ
二

間
、

幅
三

尺
、

三

人
乗
）
で
、

釣
竿
・

銛
（
突
き
ん

棒
）
な
ど
を
用
い
、

松
輪
村
か
ら
諸
磯
村
に
い

た
る
磯
根
や
、

そ
の
一

、

二

里
沖
合
で
、

「
根
付
魚
」
－
赤
魚
（
き
ん
め
鯛
）
・

か
さ
ご
・

河
豚
・

目

鯛
・

鯛
・

鳥
賊
・

鮃
・

鮑
・

サ
ザ
エ

・

伊
勢
海
老
な
ど
を
漁
獲
し
て
い

た
。

遠
海
へ

の

出
漁
を
主
と
す
る
と
は
い

う
も
の

の
、

幅
わ
ず
か
六
尺
五

寸

の

船
と
あ
っ

て

は
、

き
わ
め
て

危
険
度
が
高
く
、

出
漁
の

日

も
制
限
さ
れ
た
。

加
え
て

網
を
用
い

な
い

当
時
の

漁
法
で

は
、

漁
獲
は
少
な
く
、

し
か

も
不
安
定
で

あ
っ

た
。

そ
の

た
め
、

一

方
で

は
、

季
節
に

応
じ
回
游
し
て

く
る
魚
類
を
捕
獲
す
る
、

比
較
的
安
定
し
た
沿
岸
漁
業
に
よ
っ

て
、

年
間

を
通
じ
て

平
均
し
た
収
入
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

こ

の

よ
う
に

諸
種
の

漁

場
で

季
節
に

応
じ
た
魚
獲
を
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
三

崎
町
は
、

「
絶
え
間
な
く
魚
類

の

捕
獲
あ
る
場
所
」
と
な
っ

て
い

た
の

で

あ
る
。

こ

う
し
て

得
ら
れ
た
魚
貝
類
は
、

東
京
へ

向
け
、

押
送
船
に
よ
っ

て

出
荷
さ

れ

た
。

押
送
船
は
、

長
さ
三

間
八
尺
－
六
間
、

幅
七
－
九
尺
で
、

七
－
九
挺
艪
を
使
い
、

荷
を
積
む
た
め
、

帆
を
大
き
く
し
、

小
矢
帆
・

中
帆
・

大
帆
を
使
い
、

ま
た
、

船
体
に

は
、

稲
藁
を
女
竹
に
つ

け
て

編
ん
だ
苫
を
付
し
て
い

た
。

鮪
・

鯛
・

鰹
な
ど
は
、

夕

方
ご
ろ
出
帆
す
る
「
生
船
」
に
よ
り
、

貝
類
・

塩
干
魚
な
ど
は
、

朝
十
時
ご
ろ
出
帆

す
る
「
い

け
も
の

船
」
に

よ
っ

て

出
荷
さ
れ
、

い

ず
れ
も
翌
朝
夜
明
け
前
に

魚
河
岸

に

到
着
し
た
。

こ

う
し
た
運
輸
手
段
に
よ
っ

て
、

三

崎
の

海
産
物
は
、

近
世
以
降
明

表2－27　三崎町の主要漁場・漁期（1880年）

注　1　主に1880年「諸願届綴」三崎町戸長役場（三浦
市役所蔵）による。

2　マグロの漁期は，岸近く回游してくるマグロを
相模灘で一本釣する時期のみを掲げた。
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治
に

い

た
っ

て

も
、

江
戸
・

東
京
市
場
で

安
定
し
た
声

価
を
保
持
し
て
い

た
。

こ

れ
ら
押
送
船
は
、

主
に

魚
商

が
営
業
し
、

こ

れ
に

よ
っ

て
、

三

崎
と
そ
の

近
辺
の

漁

民
か
ら
買
い

付
け
た
自
分
の

荷
を
東
京
魚
河
岸
へ

運
ん

だ
の

で

あ
る
。

ま
た
押
送
船
を
持
た
な
い

零
細
な
魚
商

は
、

売
却
高
の
一

割
を
運
賃
と
し

て

収
め

る
「
一

割

船
」
に

委
託
し
て
、

自
分
の

荷
を
東
京
市
場
へ

運
送
し

て
い

た
（『
三

崎
町
史
』
上
巻
　
昭
和
三

十
二

年
）。

三

崎
町
周
辺
の

漁
村
で
の

漁
業
は
、

以
上
の

三

崎
町

漁
業
と
は
形
態
を
異
に

し
て
い

た
。

城
ケ
島
村
を
除
け

ば
い

ず
れ
も
半
農
半
漁
の

村
で

あ
る
（
表
二
－

二

六
は
城

ケ
島
村
も
兼
業
家
率
八
八
㌫
と
す
る
。

石
菜
花
採
取
を

兼
業

と
み
た
の

で

あ
ろ
う
か
）。

そ
し
て
、

漁
民
も
、

傍
ら
農

耕
に

従
事
す
る
者
が
多
数
を
占
め
て
い

た
。

漁
家
一

戸
当
た
り
の

漁
舟
数
は
、

む
し
ろ
三

崎
町
よ
り
多
い
。

し
か
し
、

漁
家
一

戸
当
た
り
〇
・

九
四

艘
（
一

八
七
五
年
）
な
い

し
一

・

三

艘
（
一

八
八
二

年
）
を
持
つ

城
ケ
島
村
に
つ

い

て

み
る
と
、

そ

れ
ら
は
い

ず
れ
も
、

長
さ
二

間
半
（
約
四
・

五
㍍
）、

幅
三

尺
五

寸
（
約
一

㍍
）、
三

人
乗
の

網
掛
船
と
長
さ
二

間
半
、

幅
三

尺
五

寸
、

二

人
乗
の

小
船
で

あ
り
、

三

崎
町
の

よ
う
に
、

七
、

八
人
を
乗
せ
て

遠

海
に

出
漁
し
う
る
縄
船
・

大
縄
船
は
一

艘
も
な
か
っ

た
。

城
ケ
島
村
の

漁
民
は
、

網
掛
船
で
、

西
は
赤
羽
根
村
根
続
き
か
ら
東
は
松
輪
村
根
続
き
に

図2－2　てんとう船 『専漁の村』より

図2－3　押送船 『日本国語大辞典』より
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い

た
る

沿
岸
で
、

主
に
エ

ビ

網
を
操
業
し
、

あ
る
い

は
小
船
で
、

同
様
の

磯
沿
い

で

「
カ
ツ

キ
ニ

テ

漁
具
ハ

磯
金
壱
挺
」
で

潜
水
し
、

主
に

栄
螺
・

鮑
を
採
取
し
て
い

た
。

こ

の

よ
う
に

周
辺
漁
村
で
の

漁
業
は
、

も
っ

ぱ
ら
磯
付
の

漁
業
で

あ
っ

た
。

し
た
が
っ

て
、

漁
船
は
貧
弱
だ
が
、

各
種
の

魚
網
を

多
く
備
え
、

城
ケ
島
で

は
総
数
二

九
三

張
に

達
し
て

い

る
（
表
二
－

二

八

）。

同
村
で

は
エ

ビ

網
、

六

合
村
で

は
エ

ビ

網
・

ヒ

ラ

メ

網
で
、

主
に
エ

ビ

や
根
付
魚
を
捕
獲
し
、

小
網
代
村
で

は
、

地
引
網
・

イ
ワ

シ

網
に
よ
る
イ
ワ

シ

漁
が
中
心
で

あ
っ

た
。

三

崎
町
が
前
述
の

よ
う
に
ハ

エ

ナ
ワ

を
用
い

る
縄

船
・

大
縄
船
を
備
え
、

魚
網
は
、

年
間
二

か
月
使
用
す
る
ボ
ラ

網
二

張
と
投
網
五
張
と
を
持
つ

に

す

ぎ
な
い

の

と
鋭
い

対
照
を
な
し
て
い

る
。

し
か
し
、

三

崎
町
に

隣
接
す
る
六
合
村
の

向
ケ
崎
で

は
、

表2－28三崎町とその周辺漁村の漁業形態（1875・77・82年）

注　1　小網代村の魚網数は1880（明治13）年現在。
2　1882年「諸願届留」（三浦市役所蔵）その他より作成。

表2－29　1877（明治10）年三崎町戸長役

場管下町村の魚網数

注　1877年「諸願届留」三崎町戸長役場（三浦市
役所蔵）より作成。ただし小網代村は1880年
「諸書扣」（同上）による。
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沖
合
漁
業
も
行
わ
れ
、

網
掛
船
や
二

人
乗
の

小
釣
船
の

ほ
か
、

五
人
乗
り
の

縄
船
や
八
人
乗
り
の

大
縄
船
も
あ
っ

て
、

大
縄
船
は
、

房
州
布
良
村
の

二

里
沖
合
や
伊
豆
下
田
の

三
里
沖
合
へ

お
も
む
き
、

鮪
・

カ
ジ

キ
・

鰹
・

鯖
・

鰤
・

鮫
な
ど
も
漁
獲
し
て
い

た
。

ま
た
、

耕
地
を
も
た
な
い

城
ケ
島
村
で
は
、

漁
業
収
入
を
補
う
も
の

と
し
て
、

石
菜
花
の

採
取
が
行
わ
れ
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
の

年
間
採
取
高
は
一

万
二

五

〇
〇
斤
、

四
三

七
五

円
に

達

し
て
い

た
。

こ

れ
は
こ

の

年
の

漁
獲
高
一

万
六
五
〇
円
の

四
一

㌫
に

相
当
し
、

同
村
漁
民
の

家
計
補
充
に

欠
か
せ

な
い

大
事
な
収
入
源
で

あ
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

以
上
に

み
た
よ
う
に
、

一

家
の

生
計
を
す
べ

て

漁
業
に

託
し
、

長
年
の

経
験
と
技
術
だ
け
を
頼
り
に
、

予
測
し

が
た
い

魚
を
求
め
て

延
縄
船
で

遠
海
に

乗
り
出
し
て
ゆ
く
三

崎
町
漁
民
と
、

農
業
や
テ
ン

グ
サ

採
り
で

家
計
を
補

い

つ

つ
、

エ

ビ
・

ボ
ラ
・

ヒ

ラ
メ

網
な
ど
、

危
険
の

少
な
い

磯
先
で
、

比
較
的
安
定
し
た
根
付
魚
・

貝
類
の

魚
獲

に

従
事
す
る

周
辺
の

村
々

の

漁
民
と
で

は
、

漁
法
や
生
活
内
容
だ
け
で
な
く
気
質
の

上
で

も
違
い

が
あ
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
三

崎
と
そ
の

周
辺
漁
業
は
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
、

政
府
の

紙
幣
整
理
が
も
た
ら
し
た
深
刻

な
経
済
不
況
と
、

折
か
ら
の

不
漁
と
に
よ
っ

て
、

破
滅
的
な
打
撃
を
こ

う
む
っ

た
。

と
く
に
、

漁
業
に

全
生
活
を

ゆ
だ
ね
て
い

る
三

崎
町
漁
民
の

う
け
た
影
響
は
大
き
く
、

多
く
の

窮
民
に
よ
っ

て

騒
擾
勃
発
の

直
前
を
思
わ
せ
る
不
穏
な
気
運
が
醸
成
さ
れ
た
。

こ

れ
は
、

政
府
の

紙
幣
整
理
政
策
が
県
下
人
民
に

も
た
ら
し
た
破
壊
的
な
影
響
の

最
初
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、

や
が
て
一

八
八
三

年
以
降
県
下
に

広
が

る
大
規
模
な
負
債
返
弁
騒
擾
を
予
告
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
、

三

崎
町
と
城
ケ
島
村
の

漁
獲
高
は
、

価
額
に

し
て
、

一

八
八
〇
年
の

半
ば
以
下
に

激
減
し
、

一

漁
家
当
た
り
の

年
間

表2－30　三崎町外4か村の漁獲高の変遷（1880－1887年）

注　三崎町戸長役場諸文書（三浦市役所蔵）より作成
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漁
獲
高
は
、

一

八
八
〇
年
、

三

崎
町
で
一

一

四
円
余
、

城
ケ
島
村
で
一

三
五
円
弱
で

あ
っ

た
の

が
、

一

八
八
二

年
に

は
そ
れ
ぞ
れ
四
三

円
五
二

銭
、

六
一

円
三

九
銭
に

ま
で

減
少
し
た
。

当
時
、

三

崎
の

漁
民
の

多
く
は
、

零
細
と
は
い

え
、

船
を
所
有
す
る
独
立
し
た
漁
家
で
あ
り
、

魚
商
あ
る
い

は

船
主
・

網
元
へ

の

隷
属
下
に

入
っ

て
は
い

な
か
っ

た
。

勢
い
、

彼
ら
は
当
面
の

生
活
費
を
、

「
近
頃
金
貸
営
業
次
第
ニ

増
加
シ
、

（
三

浦
郡
内
で

）
昨

今
百
人
ニ

下
ラ
ス

」（
民
情
「
明
治
十
六
年
甲
部
巡
察
使
復
命
書

神
奈
川
県
の

部
」）
と
い

わ
れ
る
金
貸
業
者
か
ら
の

借
金
に

求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

こ

う
し
て
、

「
相
州
三

浦
郡
三

崎
村
ノ

如
キ
、

数
百
ノ

漁
戸
挙
テ

其
術
中
ニ

陥
ラ
サ
ル

者
ナ
キ
ニ

至
ル

」（
前
掲
書
）
こ

と
と
な
り
、

生
活
を
破
滅
さ

せ
て

い
っ

た
の

で

あ
る
。

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
の

関
口

隆
吉
元
老
院
議
官
の

巡
察
使
復
命
書
は
、

神
奈
川
「
県
下
一

般
民
情
平
穏
ナ

リ

」
と
し

な
が
ら
、

ひ
と
り
三

崎
町
に
つ

い

て

は
、

三

浦
郡
長
の

報
告
に

も
と
づ

き
漁
民
の

窮
状
と
不
穏
な
状
況
と
を
次
の

よ
う
に
の
べ

て

い

る
。

漁
民
ノ

中
チ
、

一

家
ノ

負
債
計
量
ス

ル

ト

キ
ハ

、

殆
ト
二

千
円
ニ

近
キ
モ

ノ

ア

リ
テ
、

日
々

捕
魚
ノ

収
獲
ニ

テ
ハ

一

家
ノ

経
費
ヲ

去
レ

ハ

、

負
債
ノ

子
金
ヲ
モ

償
フ

ヲ

得
ス
、

況
ヤ

母
金
返
済
ノ

義
務
ヲ

ヤ
、

故
ニ

一

漁
船
ノ

帰
帆
ス

ル

ヲ

見
レ

ハ

、

債
主
数
人
之
ヲ

擁
シ
、

高
声
ニ

催
促
シ
、

其
収
獲
ヲ

自
宅
ニ

持
帰
ル

ヲ

許
サ
ス
、

於

是
漁
民
ハ

、

即
時
飢
渇
ニ

迫
リ
、

僅
ニ

其
日
ヲ

凌
キ
、

翌
日
未
明
ニ

男
子
ハ

出
船
ス
、

依
テ
留
守
居
タ
ル

婦
ニ

対
シ
、

債
主
ハ

之
レ

ヲ

促
カ
シ
、

甚
シ

キ
ニ

至
リ
テ

ハ

、

之
ヲ

腕
力
ニ

訴
ヘ

ン

ト

欲
ス

ル

ノ

勢
ニ

恐
レ
、

婦
女
子
ハ

多
ク
昼
間
他
家
ニ

身
ヲ

遁
レ
、

夜
ニ

入
リ
テ

帰
宅
、

寝
ニ

就
ク
ハ

午
後
十
二

時
頃
ナ
リ
、

此
時
ヲ

窺

ヒ
、

債
主
再
ヒ

之
ヲ

襲
ヒ
、

其
門
戸
ヲ

敲
キ
厳
促
ニ

及
ハ

レ
、

一

家
挙
テ
他
郷
ニ

避
在
シ（
多
ク
ハ

房
総

海
岸
ニ

寄
留

）漁
業
ス

ル

モ

間
々

ア

リ
テ
、

名
状
ス

ヘ

カ
ラ
サ
ル

ノ

情
態

ナ
リ
、

然
シ

テ

其
残
リ
居
ル

負
債
主
共
ヘ

、

裁
判
所
ヨ

リ
召
喚
状
一

時
ハ

、

日
ト
シ

テ
百
通
ノ

多
キ
ニ

至
リ
シ

事
ア

リ
テ
、

身
代
ヲ

差
出
ス

如
キ
ハ

、

続
々

絶
ス
。

之
レ

自
業
自
得
ニ

シ

テ
止
ム

ヲ

得
ス

ト

雖
ト
モ
、

中
ニ

ハ

出
庭
ノ

族
費
ニ

困
シ
、

遂
ニ

喚
徴
不
応
ノ

罪
科
ニ

問
ハ

レ
、

其
罰
金
亦
完
納
ス

ル

事
能
ハ

ス

シ

テ
、

力
役

ニ

替
ラ
ル

ル

者
モ

ア

リ
テ
、

家
族
ハ

在
宿
ス

ル

モ

無
職
ナ
レ

ハ

、

目
下
ノ

糊
口
ニ

モ

塗
ヲ

失
ヒ
、

実
ニ

憫
然
ノ

極
ニ

至
レ

リ
…
…

家
具
漁
具
等
ヲ

抵
当
ニ

引
取
ラ
レ
、

且
身
代
限
ニ

テ
負
債
ノ

金
額
ヲ

償
フ

能
ハ

ス

シ

テ
、

家
屋
公
売
所
分
ヲ

得
シ

モ

ノ
、

一

時
雨
露
ノ

凌
ク
可
キ
所
ナ
キ
ハ

、

素
其

地
狭
ク
殊
ニ

貸
店
等
無
キ
ヲ
以
テ
、

海
辺
ヘ

仮
ニ

苫
家
ノ

如
キ
ヲ

設
ケ
、

生
業
ノ

途
ヲ

与
ヘ

ン

事
ヲ

有
志
者
ニ

詢
リ
、

略
承
諾
セ

シ
ニ

由
テ
、

県
庁
ニ

乞
ヒ

該
費
ノ

内
ヘ

幾
分
カ
ノ

資
助
ヲ

仰
キ
置
キ
タ
リ
…
…
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こ

う
し
て
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
に

は
、

生
活
に

窮
し
た
婦
女
子
が
、

社
寺
の

境
内
に

「
相
率
テ

」
日
夜
集
合
し
、

「
生
営
ノ

業
ヲ

仰
カ
ン

ト

」
相
談
し
、

不
穏
な
空
気
を
醸
し
出
し
た
。

こ

の

報
を
う
け
た
警
察
官
は
、

こ

れ
を
説
諭
し
て

解
散
さ
せ
た
が
、

や
が
て
、

こ

れ
ら
婦
女
子
は
う

ち
連
れ
て

横
須
賀
に

あ
る
郡
役
所
に

ま
で

押
し
か
け
、

負
債
の

永
年
賦
返
済
等
を
「
哀
訴
」
す
る
に
い

た
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
「
千
有
余
人
ノ

難
民

殆
ン

ド

糊
口

ノ

計
竭
キ
、

恟
々

ト
シ

テ

各
所
ニ

集
合
シ

或
ハ

粗
暴
ノ

挙
ニ

出
ン

ト
ス

」
（
一

八
八
三

年
十
一

月
十
六
日
「
戸
長
加
藤
泰
次
郎
の

県
令
あ
て

上

申
書
」
三

浦
市
役
所
蔵
）
る
状
況
は
、

翌
一

八
八
三

年
に
お
い

て

も
続
い

て
い

る
。

一

八
八
三

年
五

月
の

戸
長
上
申
書
は
、

「
困
難
無
告
ノ

窮
境
ニ

陥
」

っ

た
貧
民
を
二

〇
〇
余
戸
と
し
て
い

る
が
、

こ

れ
は
三

崎
町
漁
戸
の

約
半
数
に

あ
た
る
。

彼
ら
は
翌
一

八
八
四
年
末
に

は
、

町
内
外
有
志
者
の

寄
附

に

よ
り
炊
飯
の

施
与
を
う
け
て
い

る
が
、

こ

の

窮
民
は
、

一

八
八
五

年
五

月
に

な
っ

て

も
ほ
と
ん
ど
減
少
せ
ず
、

一

六
二

戸
、

六
四
二

人
を
数
え

た
。

こ

れ
は
三

崎
漁
家
の

三
三

㌫
に

達
し
て
い

る
。

彼
ら
は
、

一

八
八
五

年
秋
収
期
に

い

た
っ

て

も
、「
家
ニ

一

粒
ノ

米
粟
ヲ

モ

剰
サ
ス
、

壱
銭
ノ

余
金

ヲ

留
メ
ス
、

襤
褸
僅
ニ

裸
身
ヲ

蔽
フ

ニ

過
ギ
」
な
い

有
様
で
、

農
家
の

刈
り
残
し
の

落
穂
や
残
り
屑
の

イ
モ

類
を
拾
っ

て

食
料
と
し
、

農
家
の

持
山
に

入
っ

て

枯
木
を
窃
取
し
薪
に

あ
て
、

科
料
処
分
を
う
け
る
者
も
あ
ら
わ
れ
た
（
一

八
八
五

年
十
二

月
十
二

日
「
県
税
戸
数
割
免
除
に
つ

き
戸
長
の

県
令
あ
て

上
申
」
三

浦
市
役
所
蔵
）。

こ

う
し
た
窮
状
を
招
い

た
第
一

の

原
因
は
、

う
ち
続
く
不
漁
で

あ
る
が
、

不
漁
に

よ
る
困
窮
が
、

右
の

よ
う
な
、

こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
た
な

様
相
を
呈
し
た
こ

と
の

原
因
は
、

明
治
政
府
の

維
新
変
革
が
創
出
し
た
、

資
本
の

自
由
な
活
動
を
保
証
す
る
新
た
な
法
体
制
に

帰
せ
ら
れ
る
。

政
府

の

新
た
な
一

連
の

金
融
法
令
に

よ
っ

て

自
由
な
金
融
活
動
に

法
的
保
護
が
与
え
ら
れ
た
結
果
、

各
地
に

金
貸
業
者
の

簇
生
を
み
、

三

浦
郡
で

も
、

「
所
謂
三

百
代
言
人
ナ
ル

者
、

村
落
ヲ

徘
徊
」
す
る
有
様
と
な
っ

た
。

彼
ら
の

金
融
活
動
は
、

右
の

政
府
新
法
令
に

全
面
的
に

依
拠
す
る
も
の

で

あ

っ

た
か
ら
、

法
律
に

精
通
し
た
代
言
人
が
債
主
の

代
人
と
し
て

も
っ

ぱ
ら
負
債
取
立
て
の

衝
に

あ
た
っ

た
。

彼
ら
は
「
三

百
代
言
」
な
ど
と
い

わ
れ

な
が
ら
、

当
時
の

新
知
識
で

あ
り
、

「
身
ニ

ハ

洋
服
ヲ

纒
ヒ
、

銀
側
ノ

時
計
ヲ

胸
ニ

シ
、

頭
上
ニ

ハ

高
帽
ヲ

戴
キ
、

足
ニ

ハ

靴
ヲ

履
キ
、

手
ニ

ハ

洋
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杖
ヲ

携
ヘ

」
る
と
い

う
「
文
明
開
化
」
の

い

で

た
ち
で
、

漁
民
に

臨
み
、

「
速
ニ

其
義
務
ヲ

果
サ
ズ
ン

バ

罰
金
又
ハ

禁
錮
ノ

処
刑
ヲ

受
ケ
サ
ス

ベ

ク

杯
ト
強
迫
ノ

手
段
ヲ

示
」
す
の

を
常
と
し
た
（
横
浜
裁
判
所
あ
て
、

一

八
八
二

年
「
漁
民
困
窮
動
揺
ノ

義
上
申
」
戸
長
加
藤
泰
次
郎

三

浦
市
役
所
蔵
）。

三

崎
町
で
の

彼
ら
の

金
融
活
動
は
、

一

般
に

は
次
の

よ
う
な
も
の

で

あ
っ

た
。

当
三

崎
日
ノ

出
町
外
七
ケ
町
ノ

儀
ハ

漁
業
ノ

収
入
ア
ル

ノ

外
、

他
ノ

産
業
ヲ

以
土
地
ノ

稗
益
ヲ

為
ス

不
能
、

然
ル

ニ

明
治
十
一

年
以
降
不
漁
引
続
キ
当
地
一

般
ノ

漁

民
非
常
ノ

困
弊
ヲ

来
シ
、

各
自
生
活
ニ

欠
乏
ヲ

告
ク
、

其
ノ

補
欠
ニ

苦
シ

ム

ノ

余
リ
、

将
来
ノ

苦
難
ト

可
成
ヲ

不
省
、

高
利
ノ

金
円
ヲ

負
債
シ
、

一

時
ハ

其
苦
境
ヲ

免
ル

ヽ

者
ノ

如
シ

ト

雖
、

如
何
ニ

セ

ン

債
主
等
ハ

酷
利
ヲ

（
金
壱
円
ニ

付
一

日
金
八
厘
宛
俗
ニ

天
保
利
ト
云
）
収
ム

ル

而
已
ナ
ラ
ズ
、

少
時
モ

違
約
ア

ル

ニ

於
而
ハ

代
人（
俗
ニ

三

百

代
人
ト
云

）ヲ
以
直
ニ

法
廷
ニ

訴
ヘ

出
、

該
代
人
等
ハ

其
詞
訟
状
ヲ

携
帯
シ

来
リ
、

自
ラ

負
債
主
ニ

対
シ

談
判
ヲ

開
ク
…
…（
前
掲「
漁
民
困
窮
動
揺
ノ

義
上

申
」）

こ

う
し
て
、

裁
判
に

先
立
ち
、

ま
ず
当
事
者
間
で
の

「
勧
解
」（
和
解
）
に

入
る
の

で

あ
る
が
、

そ
の

際
、

代
言
人
の

前
記
の

よ
う
な
高
圧
的
な
態

度
に

「
恐
懼
」
し
た
漁
民
が
解
訟
を
乞
う
と
、

漁
民
の

着
衣
・

漁
具
ま
で

も
売
却
・

質
入
せ
し
め
て

負
債
の

全
額
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ら
に

訴
訟
入
費

や
、

謝
金
と
称
し
余
分
の

金
額
を
も
支
払
わ
せ
た
。

と
き
に

は
、

漁
民
の

法
的
な
無
知
に

乗
じ
、

そ
の

際
借
用
証
書
を
返
却
せ
ず
、

こ

れ
を
も
っ

て

再
び
裁
判
所
に

訴
え
、

身
代
限
の

判
決
を
得
る
と
い

う
悪
質
の

詐
欺
も
行
わ
れ
た
と
い

う
。

三

崎
町
戸
長
加
藤
泰
次
郎
は
、

こ

の

よ
う
な
実
情
を
横

浜
裁
判
所
や
三

浦
郡
長
に

訴
え
、

そ
の

取
締
り
を
く
り
返
し
要
望
し
た
が
、

こ

れ
ら
代
言
人
の

行
為
は
、

元
来
法
令
に

依
拠
し
た
も
の

で
、

少
な
く

と
も
証
拠
上
は
す
べ

て

合
法
的
で

あ
り
、

有
効
な
取
締
り
を
行
う
こ

と
は
で

き
な
か
っ

た
。

以
上
の

よ
う
な
三

崎
町
漁
民
の

窮
状
は
、

う
ち
続
く
不
漁
が
基
因
を
な
し
て
い

る
が
、

そ
れ
は
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
以
来
ま
た
は
一

八
七
八

年
以
来
、

あ
る
い

は
、

「
維
新
以
来
其
歩
ヲ

進
メ
タ
ル

カ

如
シ

」（
前
掲
「
戸
長
加
藤
泰
次
郎
の

県
令
あ
て
上
申
書
」）
と
も
い

わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

す
で

に
一

八
八
二

年
以
前
か
ら
三

崎
近
海
の

魚
群
が
減
少
し
、

漁
獲
量
も
低
下
し
て

き
た
の

だ
が
、

た
ま
た
ま
物
価
騰
貴
の

時
運
に

あ
た
り
、

減
収
が
表
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面
化
す
る
こ

と
が
な
か
っ

た
の

で
あ
っ

た
。

戸
長
加
藤
泰
次
郎
に

よ
れ
ば
、

こ

の

漁
獲
量
低
下
は
、

人
為
的
な
要
因
、

す
な
わ
ち
、

「
漁
業
者
ノ

増

加
」、
「
苛
酷
ノ

漁
具
」
使
用
の

二

因
か
ら
生
じ
た
も
の

で
あ
っ

た
。

「
苛
酷
ノ

漁
具
」
と
は
、

城
ケ
島
村
漁
民
に

と
っ

て

は
、

各
地
で
の

水
潜
器
の

流
行
で

あ
り
、

三

崎
町
漁
民
に

と
っ

て
は
、

千
葉
県
漁
民
の

用
い

る
夜
流
し
網
は
じ
め
、

タ
タ
キ
網
・

コ

マ

シ

袋
網
に

よ
る
魚
類
の

濫
獲
で

あ
っ

た
。

水
潜
器
は
、

一

八
七
九
、

八
〇
年
ご
ろ
か
ら
三

浦
郡
各
漁
村
で

使
用
さ
れ
は
じ
め
、

在
来
の

「
磯
金
一

挺
」
で

潜
る
原
始
的
方
法
で
は
、

一

人
で

貝

（
鮑
）
五

〇
〇
〇
を
採
る
の

に

八
か
月
を
要
す
る
と
こ

ろ
を
、

水
潜
器
に

よ
れ
ば
一

か
月
で

採
っ

て
し
ま
う
。

城
ケ
島
村
先
の

海
面
へ

は
、

旧
慣
も

あ
り
他
か
ら
水
潜
器
使
用
者
は
入
り
こ

ま
な
い

が
、

城
ケ
島
村
は
、

元
来
自
村
借
区
内
の

漁
業
だ
け
で
は
生
活
で

き
ぬ

村
柄
で
、

従
来
か
ら
千
葉
県

下
ま
た
は
三

浦
郡
他
村
の

磯
先
で
、

地
元
村
と
申
し
合
わ
せ
の

上
出
稼
漁
を
し
て

き
た
。

と
こ

ろ
が
、

そ
の

地
元
村
で

水
潜
器
を
使
用
す
る
者
が
あ

ら
わ
れ
、

こ

れ
に

駆
逐
さ
れ
て

城
ケ
島
村
漁
民
の

出
稼
漁
は
自
然
廃
絶
し
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
に
は
、

地
先
だ
け
の

漁
業
に

な
っ

て

し
ま
っ

た
と
い

う
。

夜
流
し
網
は
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
ご
ろ
か
ら
三

浦
郡
沿
海
に

出
現
し
、

夜
陰
に

紛
れ
て

盛
ん
に

操
業
し
、

在
来
の
一

本
釣
に

比
し
格
段
の

魚

獲
量
を
得
た
。

加
え
て
一

度
こ

の

網
を
流
す
と
、

魚
は
そ
の

漁
場
か
ら
四
散
し
て
し
ま
い
、

翌
朝
こ

こ

に

出
漁
し
て

き
た
釣
漁
師
に

は
す
ぐ
そ
れ
と

知
れ
た
と
い

う
（
前
掲
『
三

崎
町
史
』
上
巻
）。

三

崎
近
辺
で

操
業
す
る
夜
流
し
網
の

多
く
は
、

千
葉
県
房
総
六
か
村
の

漁
民
に
よ
る
も
の

で

あ
っ

た
。

彼
ら
は
、

い

ず
れ
も
頗
ぶ
る
財
産
に

富
み
、

漁
業
専
業
の

者
で

は
な
い
。

そ
の

所
有
す
る
多
額
の

資
本
を
下
し
て
、

夜
流
し
網
を
整
え
、

目
前
の

利

益
の

み
を
追
っ

て

魚
を
濫
獲
し
、

魚
類
を
近
海
か
ら
遠
く
大
洋
に

駆
逐
し
て
し
ま
っ

た
と
い

う
。

こ

の

た
め
、

三

崎
町
漁
民
が
、

海
面
に
コ

マ

シ

を

散
布
し
、

ま
た
は
好
餌
を
も
っ

て

釣
取
ろ
う
と
し
て

も
、

魚
獲
な
く
、

空
し
く
徒
手
で

帰
帆
す
る
ほ
か
な
か
っ

た
。

こ

の

た
め
三

崎
町
漁
民
は
、

や

む
を
得
ず
工

面
し
て

大
縄
船
を
作
り
、

良
具
を
整
備
し
て

遠
海
に
で

て
い

く
こ

と
に

な
る
。

し
か
し
、

そ
の

遠
海
で
の

漁
業
も
、

決
し
て

安
定
し
た

も
の

で

は
な
か
っ

た
。
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数
十
里
或
ハ

数
百
里
ノ

怒
涛
ヲ

越
ヘ

、

極
寒
ニ

、

暴
風
雨
及
ヒ

漲
ル

高
浪
ヲ

冒
シ
、

孜
々

漁
業
ニ

従
事
シ
、

数
日

月
ヲ

経
テ

偶
々

収
獲
ア

ル

モ

ア

リ
、

又
ハ

空
シ

ク

船
中
ノ

食
料
ヲ
モ

不
得
採
、

就
中
不
漁
ニ

遭
フ

タ
ル

乗
組
人
ノ

家
族
者
ニ

於
ル
、

又
其
惨
状
視
ル

ニ

不
忍
、

各
自
ニ

於
テ
モ

如
斯
場
合
ニ

遭
偶
ス

ル
、

年
ニ

数
十
度

ニ

シ

テ
、

既
ニ

目
下
ノ

状
態
ト
ハ

ナ
ル

ニ

到
レ

リ
、

渺
々

タ
ル

大
洋
ニ

於
テ
、

不
時
ニ

大
難
風
ニ

出
会
、

船
顛
覆
、

溺
死
ス

ル

者
、

明
治
十
年
以
降
概
シ

テ
三

拾
有

余
人
ニ

至
レ

リ
（
注
（

1
）
に

同
じ
）

こ

う
し
て
、

零
細
な
独
立
し
た
漁
業
経
営
を
主
体
と
す
る
三

崎
漁
民
は
、

資
本
力
を
も
つ

網
漁
業
者
に

よ
っ

て

次
第
に

近
海
か
ら
駆
逐
さ
れ
、

貧

弱
な
装
備
で
の

遠
海
出
漁
に

狩
り
立
て

ら
れ
て
い

き
、

ま
た
、

城
ケ
島
漁
民
の

ば
あ
い

も
、

漁
場
を
自
村
地
先
に

せ
ば
め
ら
れ

て

い

っ

た
。

そ
し

て
、

一

八
八
二（
明
治
十
五

）年
に
い

た
っ

て
、

前
述
の

よ
う
に

漁
業
経
営
の

破
滅
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ

た
。

こ

の

と
き
、

三

崎
・

城
ケ
島
の

漁
夫

総
代
が
ま
ず
県
に

も
と
め
た
の

は
、

彼
ら
の

不
漁
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
夜
流
し
網
・

水
潜
器
の

使
用
制
限
な
い

し
禁
止
で

あ
っ

た
。

さ
き
に

東

京
内
湾
で

み
た
と
同
様
の

傾
向

－
在
来
の

漁
具
に

よ
る
旧
慣
に

従
っ

た
漁
法
が
、

一

定
度
の

資
本
を
必
要
と
す
る
よ
り
大
規
模
な
、

生
産
性
の

高

い

漁
具
・

漁
法
に

よ
っ

て

衰
退
に

向
か
う
と
い

う
傾
向
が
、

さ
ら
に

露
骨
に

あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

そ
し
て
、

三

崎
で

は
、

零
細
独
立
漁
民
の
一

般
的

な

没
落
の

あ
と
に
、

資
本
制
漁
業
へ

の

指
向
が
始
め
ら
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

当
時
三

崎
花
暮
町
外
一

一

か
町
村
戸
長
役
場
の

戸
長
で

あ
っ

た
加
藤
泰

次
郎
は
、

土
地
四
町
七
反
九
畝
余
・

地
価
七
一

二

円
を
持
ち
自
ら
も
漁
業
を
営
む
城
ケ
島
村
の

資
産
家
で
、

若
い

こ

ろ
東
京
で
、

漢
洋
の

医
学
・

漢

学
、

さ
ら
に
日
新
義
塾
で

英
学
を
も
学
ん
だ
知
識
人
で

あ
っ

た
。

彼
は
、

一

八
八
二
、

三

年
に

は
、

三

崎
漁
民
の

救
済
に
つ

と
め
、

前
述

の

よ

う

な
、

夜
流
し
網
・

水
潜
器
の

使
用
禁
止
を
県
に

要
求
す
る
上
で
、

指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

と
く
に

彼
は
、

窮
迫
し
た
漁
民
救
済
の

た
め

漁
具
漁
船
貸
与
の

法
を
設
け
、

婦
女
子
の

内
職
と
し
て

製
網
業
を
授
産
し
、

さ
ら
に
、

一

八
八
三（
明
治
十
六

）年
四
月
に

は
、

債
主
が
漁
民
に

貸
付

け
回
収
困
難
と
な
っ

た
負
債
元
利
七
万
円
を
、

債
主
か
ら
「
出
資

」
さ
せ
て
、

金
融
会
社
共
益
社
を
結
成
し
、

一

方
、

借
主
で

あ
る
漁
民
の

水
揚
高

の

三

分
の
一

を
会
社
に

積
み
立
て

さ
せ
、

こ

れ
を
「
出
資

」
額
に

応
じ
債
主
に

分
配
す
る
法
を
樹
て

た
。

こ

れ
に
よ
れ
ば
、

少
な
く
と
も
漁
民
は
、
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前
述
の

よ
う
な
「
三

百
代
言
」
の

苛
酷
な
取
立
て

か
ら
免
れ
る
こ

と
に

な
る
。

し
か
し
、

一

八
八
二
、

三

年
に
、

こ

の

よ
う
な
漁
民
の

た
め
の

努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
加
藤
泰
次
郎
は
、

こ

れ
ら
漁
民
の

没
落
が
動
か
し
難
い

事
実
と
な
っ

た
一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
、

こ

れ
ま
で
の

立
場
を
転
じ
て
、

積
極
的
に

資
本
制
漁
業
の

発
展
を
指
向
す
る
に
い

た
っ

た
。

こ

の

年

彼
は
、

か
つ

て
の

主
張
を
一

変
さ
せ
、

夜
流
し
網
漁
を
「
有
益
ノ

漁
業
」
と
し
て

積
極
的
に

推
進
し
よ
う
と
す
る
の

で

あ
る
。

…
…
（
漁
民
全
体
の

経
済
を

）
挽
回
ス

ル

ノ

策
如
何
、

古
来
ノ

釣
漁
ニ

交
ユ

ル

ニ

網
類
使
用
ノ

漁
法
ヲ

以
テ
セ

ン

ト
、

…
…
殊
ニ

漁
獲
ハ

釣
漁
ニ

比
シ

テ
多
額
ナ
ル

ヲ

以
テ
、

全
町
ノ

産
額
必
ズ

増
加
ス

ル

ナ
ル

可
シ
、

故
ニ

本
職
ハ

夜
流
網
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ

各
種
網
類
ノ

使
用
ヲ

伝
播
セ

シ

メ
ン

事
ヲ

望
メ

リ
、

今
ヤ
文
化
日
ニ

開
ケ
、

労
力
時
代
去
リ
テ
器
械
時
代
来
リ
、

鉄
路
東
西
相
通
シ
、

汽
船
環
海
縦
横
馳
走
ス
、

生
産
事
業
将
ニ

一

変
セ

ン

ト
ス
、

漁
業
豈
ニ

独
リ
旧
態
ニ

安
ン

ス

可
キ
哉
、

熟

ラ
漁
業
ノ

変
遷
ヲ

考
フ
ル

ニ

、

大
古
矇
昧
ノ

民
、

弓
矢
ヲ

以
テ

魚
ヲ

捕
ル
、

第
一

期
ナ
リ
、

次
テ

鉾
鎗
具
ヲ

使
ス
、

是
レ

第
二

期
ナ
リ
、

釣
針
ヲ

使
用
ス

ル

ニ

至
レ

ル

ヲ

以
テ
第
三

期
ト
シ
、

今
日
網
類
ノ

使
用
日
ニ

益
々

進
ム
、

則
チ

第
四
期
ノ

時
代
ト
ス
、

此
日
進
ノ

社
会
ニ

在
テ
、

第
三

期
時
代
ヲ

維
持
セ

ン

ト
ス

ル

者
ハ

、

今

日
ノ

生
産
社
会
ニ

到
底
独
立
シ

能
ハ

サ
ル

ニ

至
ル

ハ

必
然
ト
ス
、

尚
ホ
一

歩
ヲ

進
ム

ト
キ
ハ

、

英
国
漁
業
者
ノ

使
用
ス

ル
、

ト
ロ

ー
ル

網
、

独
国
ノ

ク
レ

ル
、

米
国

ノ
ブ
ー
ス

セ

イ
ン

ノ

如
キ
、

緻
巧
ナ
ル

漁
具
ヲ

使
用
シ
、

巨
大
ノ

漁
船
ヲ

使
用
ス

ル

ニ

至
ル

ハ

、

勢
ノ

自
然
ナ
ラ
ン

歟
、

故
ニ

本
職
ハ

夜
流
網
ヲ
以
テ
害
物
ト

認
メ

ズ
、

却
テ

有
益
ノ

漁
業
ト
ス

（
一

八
八
九
年
六
月
三

日
郡
長
あ
て
、

戸
長
加
藤
泰
次
郎
「
上
申
」）

こ

う
し
て
、

多
額
の

資
金
に
よ
っ

て

網
漁
を
企
て
、

没
落
し
た
漁
民
を
雇
漁
夫
と
し
て

再
編
し
て

ゆ
く
、

資
本
制
漁
業
へ

の

動
き
が
生
ま
れ
て

く

る
。

そ

し
て

加
藤
自
身
も
、

東
京
・

三

浦
間
に

小
型
汽
船
の

就
航
を
企
画
し
、

企
業
家
と
し
て
の

道
を
歩
み
始
め
た
の

で

あ
る
。

相

模

灘

の

漁

業

相
模
灘
の

漁
業
は
、

須
賀
（
大
住
郡

）・
大
磯
（
淘
綾
郡

）・
小
田
原
（
足
柄
下
郡

）
で
の

専
業
漁
民
を
主
と
す
る
漁
業
と
、

根
付
漁
に

加

え
沖
合
漁
が
旧
来
の

ま
ま
営
ま
れ
て
い

た
半
農
半
漁
の

村
で
の

漁
業
と
か
ら
な
っ

て
い

る
（
表
二
－

三
一

）。

こ

こ

で

は

維
新
以

後
、

と
く
に

小
田
原
を
中
心
と
し
た
足
柄
下
郡
漁
村
に
お
い

て

顕
著
な
変
動
・

発
展
が
み
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

明
治
二

十
年
代
に
つ

い

て

み
て

も
、

県
下
の

ほ
と
ん
ど
の

郡
で

年
間
漁
獲
物
価
額
、

漁
家
一

戸
当
た
り
所
得
金
額
が
低
下
な
い

し
は
停
滞
し
て
い

る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

足
柄
下
郡
だ
け

©神奈川県立公文書館



は
、

明
瞭
な
増
大
傾
向
を
み
せ
て

い

る
（
表
二
－

二

三
・

二
－

二

五

）。

そ
れ
は
、

主
に
一

八
八
七
（
明
治

二

十
）
年
七
月
、

新
橋
－
国
府
津

間
東
海
道
線
の

開
通
、

一

八

八

八
年
十
月
、

国
府
津
－
小
田
原
－

湯
本
間
に

馬
車
鉄
道
開
通

（
一

九

〇
〇
年
三

月
電
車
と
な
る
）
に
よ
っ

て
、

こ

こ

が
横
浜
－
東
京
市
場
と

直
結
し
た
こ

と
、

ま
た
、

そ
れ
に

と
も
な
い

漁
獲
物
集
散
地
小
田
原

に

お
け
る
水
産
加
工
業
の

発
展
が

み
ら
れ
た
こ

と
に

よ
る
も
の

で
あ

っ

た
。

さ
て
、

大
磯
町
で
は
、

一

八
九

一

年
現
在
、

漁
船
九
二

艘
・

漁
戸

三

六
七
戸
が
あ
り
、

そ
の

う
ち
二

表2－31　明治初期相模灘沿岸の漁村

注　1　「皇国地誌」（『神奈川県皇国地誌残稿』）より作成。
2　○印は表2－19所掲の漁村。
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九
七
戸
、

約
八
一

㌫
が
漁
業
を
専
業
と
し

て
い

た
。

ほ
か
に

魚
商
三

〇
戸
が
あ
り
、

周
辺
の

漁
村
か
ら
年
間
魚
獲
物
三

〇
〇
〇

－
一

万
五

〇
〇
〇
円
を
集
め
、

鰹
節
・

乾

鯖
・

乾
鰺
・

干
鰯
な
ど
を
製
す
る
と
と
も

に
、

主
に

横
浜
・

東
京
へ

向
け
、

年
間
約

五

万
七
〇
〇
〇
円
の

魚
類
を
移
出
し
て
い

た
（
う
ち
東
京
へ

一

万
〇
五
六
〇
円
。

『
資
料

編
』17

近
代
・

現
代（7

）七
六
、

八
五
－
八

七

ペ

ー
ジ

）。
大
磯
町
で
の

年
間
漁
獲
高
は
、

一

八
八
八
年
二

万
〇
九
五
七
円
で

表
二
－

三
二

と
対
比
す
れ
ば
、

淘
綾
郡
の

同
年
の

漁
獲
高
の

ほ
ぼ
半
ば
は
こ
こ

で
あ
げ
ら
れ
て
い

た
こ

と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、

前
記
周
辺
漁
村
か
ら
の

集

荷
魚
類
を
加
え
る
と
、

淘
綾
郡
漁
獲
物
の

過
半
が
大
磯
に

集
め
ら
れ
て
い

た
こ

と
に

な
る
。

い

ま
、

こ

こ

で

採
捕
さ
れ
た
魚
類
を
季
節
別
に

み
る
と

（
表
二
－

三
二

）、

ほ
ぼ
四
五

〇
人
前
後
の

漁
夫
が
、

春
か
ら
秋
に

か
け
て

は
、

鰺
・

鯖
・

鰹
を
追
い
、

つ

い

で

冬
季
に

は
、

鯥
や
近
海
で
キ
ス

・

甘

鯛
・

ホ

ウ
ボ
ウ
・

ヒ

ラ

メ
を
捕
り
、

さ
ら
に

随
時
、

鮪
・

イ
カ
・

鮫
漁
に

従
事
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

年
間
を
通
し
て
、

絶
え
間
な
く
漁
業
を
行
っ

て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

小
田
原
町
は
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
現
在
、

戸
数
三
一

一

九
戸
、

う
ち
三
一

六
戸
の

漁
家
が
も
っ

ぱ
ら
漁
業
に

よ
っ

て

生
計
を
立
て

て
い

た
。

表2－32　1888（明治21）年大磯町漁獲物

注　『資料編』17近代・現代（7）より作成
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小
田
原
町
漁
民
も
、

大
磯
町
漁
民
と
ほ
ぼ

同
様
な
形
で

年
間
漁
業
に

従
事
し
た
（
表
二
－

三
二

）。

近
海
で
の

網
漁
は
冬
季
間
（
十
一

月
－
翌
年
四
月

こ

ろ

）
に

多
く
行
わ
れ
た
。

そ
の

主
な
も
の

は
平
目
網
（
七
目
網
）
漁
で
、

漁
夫
三

人
乗
の

「
大
仲
船
」
な
ど
で
、

浜
か
ら
二

〇
町
ば
か
り
沖
の

二

－

一

五
〇
尋
の

海
底
に

晩
方
に

建
網
を
下
し
、

翌
朝
こ

れ
を
引
き
揚
げ
る

も
の

で
、

海
底
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
魚
は
、

張
っ

た
網
の

目
に

頭
を
貫
き

捕
獲
さ
れ
る
（『
資
料
編

』17

近
代
・

現
代
（7）
五
〇
七
ペ

ー
ジ

）。

ま
た
、

三

－
十
二

月
の

間
は
、

網
元
・

網
子
た
ち
に

よ
っ

て
、

浜
で

地
引
網
が
曳
か
れ

た
。

網
元
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三

〇
－
五

〇
人
ほ

ど
の

網
子
を
も
ち
、

浜
か
ら
約
八
〇
〇
間
の

沖
ま
で
の

水
域
と
約
一

〇
間
の

浜
と
を
用
い

る
こ

と
が
許

さ
れ
て
い

た
（
陌
間
次
郎
編
『
専
漁
の

村
』
小
田
原
市
第
一

六
区
自
治
会
万
年
公
民
館
）。

し
か
し
、

小
田
原
漁
民
が
主
に

従
事
し
、

小
田
原
の

漁
業
を
特

色
づ

け
る
の

は
、

と
く
に
二

－
十
二

月
に

か
け
て
、

小
田
原
沖
か
ら
伊
豆
大
島
近
辺
・

三

浦
沖
・

房
総
沖
ま
で

出
漁
す
る
、

「
ヤ
ン

ノ

ー

」
船
・

「
ズ

ン

ド
ー

」船
に

よ
る
鮪
延
縄
漁
で

あ
っ

た
。

「
ヤ
ン

ノ

ー

」
船
は
、

幅
八
尺
五

寸
（
約

二
・

六
㍍
）、
敷
き
の

長
さ
三

七
、

八
尺
（
約

二
・

二

㍍
）、

七
－
九
挺
艪
、

二

本
の

帆
柱

を
も
つ

船
で
、

約
一

〇
名
が

乗

り
組
ん

だ
。

「
ズ
ン

ド
ー

」
船
は
、

四
国
・

紀
州

方
面
で

用
い

て
い

た
の

を
模
し

た

も
の

で
、

幅
九
尺
、

敷
き
の

長
さ
三
五

尺
ほ
ど

の

形
状
か
ら
そ
の

名
が
付
い

た
の

で

あ
ろ

う
。

九
挺
艪
で
、

帆
は
大
帆
・

前
矢
帆
・

図2－4　ヤンノー船 『専漁の村』より

図2－5　ズンドー船 『専漁の村』より
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